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iii)  生体物質の産生 

胆汁酸やホルモンなどの生合成の出発物質となるコレステロール、フィブリノゲン等の

血液凝固因子、アルブミン等、生命維持に必須な役割を果たす種々の生体物質は、肝臓に

おいて産生される。また、肝臓では、必須アミノ酸vi以外のアミノ酸を生合成することがで

きる。 

(g)  大腸 

盲腸、虫垂、上行結腸、横行結腸、下行結腸、Ｓ状結腸、直腸からなる管状の臓器で、内

壁粘膜に絨
じゅう

毛がない点で小腸と区別される。 

腸の内容物は、大腸に入ってきたときはかゆ状であるが、大腸の運動によって腸管内を通

過するに従って水分とナトリウム、カリウム、リン酸等の電解質の吸収が行われ、固形状の

糞便が形成される。大腸では消化はほとんど行われない。大腸の粘膜から分泌される粘液（大

腸液）は、便塊を粘膜上皮と分離しやすく滑らかにする。 

大腸内には腸内細菌が多く存在し、腸管内の食物繊維（難消化性多糖類）を発酵分解する。

大腸の粘膜上皮細胞は、腸内細菌が食物繊維を分解して生じる栄養分を、その活動に利用し

ており、大腸が正常に働くには、腸内細菌の存在が重要である。また、大腸の腸内細菌は、

血液凝固や骨へのカルシウム定着に必要なビタミンＫ等の物質も産生している。なお、腸内

細菌による発酵で、糞便の臭気の元となる物質やメタン、二酸化炭素等のガスが生成される。 

通常、糞便の成分の大半は水分で、そのほか、はがれ落ちた腸壁上皮細胞の残骸
がい

（１５～

２０％）や腸内細菌の死骸
がい

（１０～１５％）が含まれvii、食物の残滓
し

は約５％に過ぎない。

糞便となって直腸に達すると、刺激が脳に伝わって便意を生じる。 

直腸は、大腸の終末の部分で、肛門へと続いている。通常、糞便は下行結腸に滞留し、直

腸は空になっている。下行結腸に溜まった糞便が直腸へ送られてくると、その刺激に反応し

て便意が起こる。 

(h)  肛
こう

門 

直腸粘膜が皮膚へと連なる体外への開口部である。肛
こう

門括約筋で囲まれており、排便を意

識的に調節することができる。肛
こう

門部には静脈が細かい網目状に通っていて、それらの血管

が鬱
うっ

血すると痔
じ

の原因となる。 

 

２）呼吸器系 

呼吸を行うための器官系で、鼻腔
くう

、咽
いん

頭、喉
こう

頭、気管、気管支、肺からなる。鼻腔
くう

から気管支

までの呼気及び吸気の通り道を気道といい、そのうち、咽
いん

頭・喉
こう

頭までの部分を上気道、気管か

 
vi 体内で作られないため、食品などから摂取する必要があるアミノ酸。ヒトの場合、トリプトファン、リジン、メチオニン、

フェニルアラニン、スレオニン、バリン、ロイシン、イソロイシン、ヒスチジンの９種のアミノ酸が必須アミノ酸とされる。 
vii 食事を摂らなくても排泄される糞便は、これらが排出されたものである。 
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ら気管支までを中気道、気管支よりも先の深部を下気道という。 

呼吸器は常時外気と接触する器官であり、様々な異物、病原物質の侵入経路となるため、幾つ

もの防御機構が備わっている。 

(a)  鼻腔
くう

 

鼻の内側の空洞部分である。鼻腔
くう

の入り口（鼻孔）にある鼻毛は、空気中の塵
ちり

、埃
ほこり

等を吸

い込まないようにするフィルターの役目を果たしている。 

鼻腔
くう

の内壁は、粘膜で覆われた棚状の凹凸になっており、吸入された空気との接触面積を

広げ、効率よく適度な湿り気と温もりを与えて、乾燥した冷たい外気が流れ込むのを防いで

いる。鼻腔
くう

内に物理的又は化学的な刺激を受けると、反射的にくしゃみが起きて激しい呼気

とともに刺激の原因物を排出しようとする。 

鼻腔
くう

の内壁には粘液分泌腺
せん

が多く分布し、鼻汁を分泌する。鼻汁は、鼻から吸った空気に

湿り気を与えたり、粘膜を保護するため、常に少しずつ分泌されている。鼻汁にはリゾチー

ムが含まれ、気道の防御機構の一つとなっている。かぜやアレルギーのときなどには、防御

反応として大量に鼻汁が分泌されるようになる。 

(b)  咽
いん

頭 

鼻腔
くう

と口腔
くう

につながっており、咽
いん

頭は消化管と気道の両方に属する。 

咽
いん

頭の後壁には扁
へん

桃viiiがあり、粘膜表面が凹凸している。扁
へん

桃はリンパ組織（白血球の一種

であるリンパ球が密集する組織）が集まってできていて、気道に侵入してくる細菌、ウイル

ス等に対する免疫反応が行われる。 

(c)  喉
こう

頭、気管、気管支 

喉
こう

頭は、咽
いん

頭と気管の間にある軟骨に囲まれた円筒状の器官で、軟骨の突起した部分（喉
こう

頭

隆起）がいわゆる「のどぼとけ」である。喉
こう

頭は、発声器としての役割もあり、喉
こう

頭上部に

ある声帯で呼気を振動させて声が発せられる。声帯に過度の負担がかかると、声がかすれて

くる。 

喉
こう

頭から肺へ向かう気道が左右の肺へ分岐するまでの部分を気管といい、そこから肺の中で

複数に枝分かれする部分を気管支という。喉
こう

頭の大部分と気管から気管支までの粘膜は線毛

上皮で覆われており、吸い込まれた粉塵
じん

、細菌等の異物は、気道粘膜から分泌される粘液に

からめ取られ、線毛運動による粘液層の連続した流れによって気道内部から咽
いん

頭へ向けて排

出され、唾
だ

液とともに嚥
えん

下される。 
(d)  肺 

胸部の左右両側に１対ある。肺自体には肺を動かす筋組織がないため、自力で膨らんだり

縮んだりするのではなく、横隔膜や肋
ろっ

間筋によって拡張・収縮して呼吸運動が行われている。 

 
viii 俗に「扁

へん

桃腺
せん

」と呼ばれるが分泌腺
せん

ではなく、扁
へん

桃が正しい名称である。 
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肺の内部で気管支が細かく枝分かれし、末端はブドウの房のような構造となっており、そ

の球状の袋部分を肺胞という。肺胞の壁は非常に薄くできていて、周囲を毛細血管が網のよ

うに取り囲んでいる。肺胞と毛細血管を取り囲んで支持している組織を間質という。 

肺胞の壁を介して、心臓から送られてくる血液から二酸化炭素が肺胞気中に拡散し、代わ

りに酸素が血液中の赤血球に取り込まれるガス交換が行われるix。肺胞気中の二酸化炭素は、

呼気に混じって排出される。 

 

３）循環器系 

体液（血液やリンパ液）を体内に循環させ、酸素、栄養分等を全身の組織へ送り、老廃物を排

泄器官へ運ぶための器官系で、心臓、血管系、血液、脾
ひ

臓、リンパ系からなる。 

血管系が心臓を中心とする閉じた管（閉鎖循環系）であるのに対して、リンパ系は末端がリン

パ毛細管となって組織の中に開いている開放循環系である。 

(a)  心臓 

心筋でできた握りこぶし大の袋状の臓器で、胸骨の真下に位置する。血液は心臓がポンプ

の役目を果たすことによって循環している。 

心臓の内部は上部左右の心房、下部左右の心室の４つの空洞に分かれている。心房で血液

を集めて心室に送り、心室から血液を拍出する。このような心臓の動きを拍動という。その

際に血液が確実に一方向に流れるよう、心室には血液を取り込む側と送り出す側にそれぞれ

弁があり、拍動と協調して交互に開閉する。 

心臓の右側部分（右心房、右心室）は、全身から集まってきた血液を肺へ送り出す。肺で

のガス交換が行われた血液は、心臓の左側部分（左心房、左心室）に入り、そこから全身に

送り出される。 

(b)  血管系（動脈、静脈、毛細血管） 

血液が血管中を流れる方向は一定しており、心臓から拍出された血液を送る血管を動脈、

心臓へ戻る血液を送る血管を静脈という。いずれも血管壁が収縮すると血管は細くなり、弛

緩すると拡張し、心拍数と同様に自律神経系によって制御される。 

動脈は弾力性があり、圧力がかかっても耐えられるようになっているx。動脈の多くは体の

深部を通っているが、頚部、手首、肘の内側等では皮膚表面近くを通るため、心拍に合わせ

て脈がふれる。血管壁にかかる圧力（血圧）は、通常、上腕部の動脈で測定されるxi。 

静脈は皮膚表面近くを通っている部分が多く、皮膚の上から透けて見える。静脈にかかる

 
ix ガス交換を行うため、肺胞は粘液層や線毛によって保護されておらず、肺胞まで異物や細菌が侵入してきたときには、肺胞

表面を自在に移動できる肺胞マクロファージ（貪
どん

食細胞）がそれらを探しあてて取り込み、消化する防御機構が備わっている。 
x 血漿

しょう

中の過剰なコレステロールが血管の内壁に蓄積すると、血液が流れにくくなるとともに、動脈ではその弾力性が損なわ

れてもろくなる。 
xi 心臓が収縮したときの血圧を最大血圧、心臓が弛緩したときの血圧（心臓には圧がかからなくても、血管には血管壁の持つ

弾力のためある程度の圧がある）を最小血圧という。 
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圧力は比較的低いため、血管壁は動脈よりも薄い。四肢を通る静脈では血流が重力の影響を

受けやすいため、一定の間隔をおいて内腔
くう

に向かう薄い帆状のひだ（静脈弁）が発達して血

液の逆流を防いでいる。 

毛細血管は、動脈と静脈の間をつなぐように体中の組織に細かく張り巡らされている細い

血管である。毛細血管の薄い血管壁を通して、酸素と栄養分が血液中から組織へ運び込まれ、

それと交換に二酸化炭素や老廃物が組織から血液中へ取り込まれる。 

消化管壁を通っている毛細血管の大部分は、門脈と呼ばれる血管に集まって肝臓に入る。

消化管ではアルコール、毒素等のように生体に悪影響を及ぼす物質が取り込まれることがあ

るため、消化管で吸収された物質が一度肝臓を通って代謝や解毒を受けた後に、血流に乗っ

て全身を循環する仕組みとなっている。 

(c)  血液 

血液は、血漿
しょう

と血球からなり、酸素や栄養分を全身の組織に供給し、二酸化炭素や老廃物

を排泄器官へ運ぶほか、ホルモンの運搬によって体内各所の器官・組織相互の連絡を図る役

割もある。また、血液の循環によって、体内で発生した温熱が体表、肺、四肢の末端等に分

配され、全身の温度をある程度均等に保つのに役立っている。 

① 血漿
しょう

 

９０％以上が水分からなり、アルブミン、グロブリン等の蛋
たん

白質のほか、微量の脂質、

糖質、電解質を含む。 

アルブミンは、血液の浸透圧を保持する（血漿
しょう

成分が血管から組織中に漏れ出るのを防

ぐ）働きがあるほか、ホルモンや医薬品の成分等と複合体を形成して、それらが血液によ

って運ばれるときに代謝や排泄を受けにくくする。 

グロブリンは、免疫反応において、体内に侵入した細菌やウイルス等の異物を特異的に

認識する抗体としての役割を担うため、免疫グロブリンとも呼ばれる。 

脂質（中性脂肪、コレステロール等）は、血漿
しょう

中の蛋
たん

白質と結合してリポ蛋
たん

白質を形成

し、血漿
しょう

中に分散している。なお、血液の粘稠
ちょう

性は、主として血漿
しょう

の水分量や赤血球の

量で決まり、血中脂質量はほとんど影響を与えないxii。 

② 血球（赤血球、白血球、血小板） 

【赤血球】 中央部がくぼんだ円盤状の細胞で、血液全体の約４０％を占めxiii、赤い血色

素（ヘモグロビン）を含む。 

ヘモグロビンは鉄分と結合した蛋
たん

白質で、酸素量の多いところ（肺胞の毛細血管）で

酸素分子と結合し、酸素が少なく二酸化炭素が多いところ（末梢組織の毛細血管）で酸

素分子を放出する性質がある。このようなヘモグロビンの性質によって、肺で取り込ま

 
xii 高脂血症や動脈硬化症に伴う血行障害は、血管の病変によるものであり、血液自体の粘稠

ちょう

性とは直接関係しない。 
xiii 標高の高い土地での生活や重度の喫煙など、酸素が少ない環境で長期間過ごすと、血液中の赤血球の割合が増加する。 


